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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技機に設けられた遊技部品を電気的に接続するための束配線を備え、
　前記束配線は、
　　複数の配線と、
　　前記複数の配線の一方の端に接続される第１接続部と、
　　前記複数の配線のうち一部の配線の他方の端に接続される第２接続部と、
　　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続されない配線の他方の端に接続される第
３接続部と、
　を備え、
　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続される配線により特定信号が伝達され、
　前記複数の配線のうち前記第３接続部に接続される配線により前記特定信号と異なる信
号が伝達され、
　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続される配線の数と前記第３接続部に接続さ
れる配線の数は同じであり、
　前記第２接続部の形状と前記第３接続部の形状は同一形状であり、
　前記第２接続部および前記第３接続部はいずれも配線が接続される複数の端子について
接続される配線に対応して番号が付されており、
　前記第２接続部のｎ番の端子に接続される配線は黒色以外の特定色であり、
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　前記第２接続部のｎ番の端子以外の端子に接続される配線は黒色であり、
　前記第３接続部のｎ番の端子に接続される配線は前記特定色と異なる黒色以外の特別色
であり、
　前記第３接続部のｎ番の端子以外の端子に接続される配線は黒色である、遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技を行うことが可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機として、所定の賭数を設定し、スタート操作が行われたことに基づいて、複数種
類の識別情報の可変表示が行われるスロットマシンや、遊技球などの遊技媒体を発射装置
によって遊技領域に発射し、該遊技領域に設けられている入賞口などの始動領域に遊技媒
体が入賞したときに複数種類の識別情報の可変表示が行われるパチンコ遊技機などがある
。
【０００３】
　また、遊技機が備える基板を接続する配線として、一端を１つのコネクタに接続し、他
端を複数のコネクタに接続する配線が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１６９４４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来知られている遊技機では、複数のコネクタの判別が難しく、コネク
タをいずれの箇所に接続するか判別し難いという問題がある。
【０００６】
　本発明は、かかる実情に鑑み考え出されたものであり、その目的は、複数の接続部を判
別しやすくでき、接続部をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる遊技機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）　遊技が可能な遊技機（例えば、スロットマシン、パチンコ遊技機）であって、
　遊技機に設けられた遊技部品を電気的に接続するための束配線（例えば、配線ケーブル
１）を備え、
　前記束配線は、
　　複数の配線（例えば、配線６００）と、
　　前記複数の配線の一方の端に接続される第１接続部（例えば、第１接続部１００）と
、
　　前記複数の配線のうち一部の配線の他方の端に接続される第２接続部（例えば、第２
接続部２００）と、
　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続されない配線の他方の端に接続される第３
接続部（例えば、第３接続部３００）と、
　を備え、
　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続される配線により特定信号が伝達され、
　前記複数の配線のうち前記第３接続部に接続される配線により前記特定信号と異なる信
号が伝達され、
　前記複数の配線のうち前記第２接続部に接続される配線の数と前記第３接続部に接続さ
れる配線の数は同じであり、
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　前記第２接続部の形状と前記第３接続部の形状は同一形状であり、
　前記第２接続部および前記第３接続部はいずれも配線が接続される複数の端子について
接続される配線に対応して番号が付されており、
　前記第２接続部のｎ番の端子に接続される配線は黒色以外の特定色であり、
　前記第２接続部のｎ番の端子以外の端子に接続される配線は黒色であり、
　前記第３接続部のｎ番の端子に接続される配線は前記特定色と異なる黒色以外の特別色
であり、
　前記第３接続部のｎ番の端子以外の端子に接続される配線は黒色である。
【０００８】
　このような構成によれば、第２接続部に接続される配線と、第３接続部に接続される配
線の区別を容易に行うことができるため、第２接続部と第３接続部の区別も容易に行うこ
とができ、接続部をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【０００９】
　（２）　上記（１）に記載の遊技機において、
　前記第２接続部の形状と、前記第３接続部の形状は同一の形状であってもよい。
【００１０】
　このような構成によれば、第２接続部の形状と、第３接続部の形状が同一の形状であっ
ても、第２接続部に接続される配線と、第３接続部に接続される配線の区別を容易に行う
ことができるため、第２接続部と第３接続部の区別も容易に行うことができ、接続部をい
ずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００１１】
　（３）　上記（１）または（２）に記載の遊技機において、
　特有の信号を入力または出力するための配線は特定色であってもよい。
【００１２】
　このような構成によれば、特有の信号を入力または出力するための配線を容易に特定す
ることができる。
【００１３】
　（４）　上記（１）から（３）のいずれかに記載の遊技機において、
　前記第２接続部に接続される複数の配線と、前記第３接続部に接続される複数の配線の
それぞれの色は、全て異なるようにしてもよい。
【００１４】
　このような構成によれば、第２接続部に接続される配線と、第３接続部に接続される配
線の区別を容易に行うことができるため、第２接続部と第３接続部の区別も容易に行うこ
とができ、接続部をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００１５】
　（５）　上記（１）から（４）のいずれかに記載の遊技機において、
　前記第３接続部に接続される配線は、少なくとも特別色（例えば、青色）の配線を含み
、
　前記第２接続部に接続される配線は、前記特別色の配線を含まないようにしてもよい。
【００１６】
　このような構成によれば、第２接続部に接続される配線と、第３接続部に接続される配
線の区別を容易に行うことができるため、第２接続部と第３接続部の区別も容易に行うこ
とができ、接続部をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００１７】
　（６）　遊技を行う遊技機（例えば、スロットマシン、パチンコ遊技機）において、
　信号を出力するための複数の出力ポート（例えば、出力ポート０～出力ポート９）と、
　複数の出力ポートを初期化する初期化手段（例えば、メイン制御部）とを備え、
　前記初期化手段は、所定条件が成立したときに（例えば、起動時、電断時）、複数の出
力ポートのうち第１出力ポートについては一の出力ポートのみを初期化する初期化命令に
より初期化し、複数の出力ポートのうち第２出力ポートおよび第３出力ポートについては
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複数の出力ポートを初期化する初期化命令により初期化する（例えば、図６の処理を行う
部分、図７のＳｋ４～Ｓｋ１１の処理を行う部分）ようにしてもよい。
【００１８】
　このような構成によれば、出力ポートから出力される出力情報の内容に応じて適切に出
力ポートの初期化することができる。
【００１９】
　（７）　遊技を行う遊技機（例えば、スロットマシン、パチンコ遊技機）において、
　信号を出力するための複数の出力ポート（例えば、出力ポート０～出力ポート９）と、
　複数の出力ポートを初期化する初期化手段（例えば、メイン制御部）とを備え、
　前記初期化手段は、第１所定条件の成立（例えば、電断時）により複数の出力ポートを
初期化するときと第２所定条件の成立（例えば、起動時）により複数の出力ポートを初期
化するときとにおいて複数の出力ポートを異なる順序により初期化する（例えば、図６の
処理を行う部分、図７のＳｋ４～Ｓｋ１１の処理を行う部分）ようにしてもよい。
【００２０】
　このような構成によれば、初期化するときの状況に応じて適切に出力ポートの初期化を
実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】配線ケーブルの斜視図である。
【図２】配線ケーブルの模式図である。
【図３】配線ケーブルによる接続例を示す図である。
【図４】配線ケーブルの模式図である。
【図５】出力ポートにおける出力内容を示す図である。
【図６】メイン制御部が行う起動時設定処理の制御内容を示すフロー図である。
【図７】メイン制御部が行う電断処理（メイン）の制御内容を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明に係る遊技機を実施するための形態を実施形態に基づいて以下に説明する。
【００２３】
　本実施形態の遊技機には、遊技制御基板、演出制御基板、電源基板が設けられており、
遊技制御基板によって遊技状態が制御され、演出制御基板によって遊技状態に応じた演出
が制御され、電源基板によって遊技機を構成する電気部品の駆動電源が生成され、各部に
供給される。
【００２４】
　また、遊技機が備える電気部品はユニット化されているものもある。例えば、メダルを
使用する遊技機は、投入されたメダルを選別するメダルセレクタを備えている。メダルセ
レクタは、メダル流下流路の複数箇所においてメダルの通過を検出する複数のセンサや、
真正なメダルをホッパータンクに通過させ、偽メダルを排出口から排出させるブロッカー
などの部品をユニット化したものである。また、例えば、遊技機が備える演出用の可動部
材は、複数の可動部（モータ）や、演出用の複数のＬＥＤなどの部品をユニット化したも
のである。遊技機が備えるその他の電気部品についても同様に、複数の部品をユニット化
したものもある。
【００２５】
　次に、遊技制御基板、演出制御基板、電源基板、外部出力基板等の各基板や、電気部品
などを電気的に接続する配線ケーブル（束配線）について説明する。図１は、本実施形態
に係る配線ケーブル１の斜視図である。図２は、本実施形態に係る配線ケーブル１の模式
図である。
【００２６】
　基板とユニット化された電気部品とを電気的に接続する際には、１本の配線ケーブル１
で接続可能であれば接続作業を効率化することができる。また、上述したとおり、ユニッ
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ト化された電気部品は、複数の部品をユニット化したものである。よって、配線ケーブル
１を複数に分岐させることで、基板とユニット化された電気部品とを１本の配線ケーブル
１で接続することができ、かつ、ユニット化された電気部品を構成する複数の部品のそれ
ぞれと基板とを電的に接続することができる。
【００２７】
　例えば、図示するように、配線ケーブル１が備える配線６００のうち、基板側に接続す
る端には第１接続部１００を接続し、ユニット化された電気部品を構成する複数の部品の
それぞれに接続する端には第２接続部２００と、第３接続部３００と、第４接続部４００
と、第５接続部５００とを接続し、配線ケーブル１を４つに分岐させる。この場合には、
基板とユニット化された電気部品とを１本の配線ケーブル１で接続することができ、かつ
、ユニット化された電気部品を構成する４つの部品のそれぞれと基板とを電気的に接続す
ることができる。
【００２８】
　また、遊技機が同じ電気部品を複数備えている場合には、基板と、同じ電気部品のそれ
ぞれとを１本の配線ケーブル１で接続可能であれば接続作業を効率化することができる。
例えば、遊技機が３つのリールを備えている場合、配線ケーブル１が備える配線６００の
うち、基板側に接続する端には１つの接続部を接続し、３つのリールのそれぞれに接続す
る端には３つの接続部を接続し、配線ケーブル１を３つに分岐させる。この場合には、基
板と、同じ電気部品である３つのリールとを１本の配線ケーブル１で接続することができ
、かつ、３つのリールのそれぞれと基板とを電気的に接続することができる。
【００２９】
　このように、配線ケーブル１のうち、例えば複数に分岐している側には、複数の接続部
が接続されている。なお、例えば、従来知られている配線ケーブルでは複数の接続部の判
別が難しく、接続部をいずれの箇所に接続するか判別し難い。そのため、従来知られてい
る配線ケーブルでは、本来接続すべき部品とは異なる部品に接続してしまう虞もある。ま
た、本来接続すべき部品とは異なる部品に接続すると、部品が正常に動作しない虞や、部
品が故障する虞もある。
【００３０】
　そこで、本実施形態では、配線ケーブル１が備える複数の配線６００の色に特徴を持た
せ、第２接続部２００と、第３接続部３００と、第４接続部４００と、第５接続部５００
との区別を容易に行うことができ、いずれの箇所に接続するか判別しやすくしている。
【００３１】
　配線ケーブル１は、複数の配線６００を備える。図示する例では配線ケーブル１は１１
本の配線６００を備える。配線６００の各色は、茶色、赤色、橙色、黄色、緑色、青色、
紫色、灰色、白色、黒色、桃色であり、各配線６００の色が全て異なっている。なお、配
線６００の色はこれに限らず、どのような色であってもよい。また、配線ケーブル１は、
１１本の配線６００の一方の端に接続される第１接続部１００と、１１本の配線の他方の
端に接続される第２接続部２００と、第３接続部３００と、第４接続部４００とを備える
。
【００３２】
　具体的には、茶色、赤色、橙色の配線６００の一方の端は第１接続部１００に接続し、
他方の端は第２接続部２００に接続している。また、黄色、緑色、青色の配線６００の一
方の端は第１接続部１００に接続し、他方の端は第３接続部３００に接続している。また
、紫色、灰色、白色の配線６００の一方の端は第１接続部１００に接続し、他方の端は第
４接続部４００に接続している。また、黒色、桃色の配線６００の一方の端は第１接続部
１００に接続し、他方の端は第５接続部５００に接続している。このように、配線ケーブ
ル１は４つに分岐している。また、第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４
００、第５接続部５００に接続される複数の配線６００の色は全て異なっている。
【００３３】
　第１接続部１００、第２接続部２００、第３接続部、第４接続部４００、第５接続部５
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００は、それぞれ、基板に設けられた接続部（レセクタプル）と接続する。また、第１接
続部１００、第２接続部２００、第３接続部、第４接続部４００、第５接続部５００は、
それぞれ操作部を備える。操作部は、作業者や作業ロボットが第１接続部１００、第２接
続部２００、第３接続部、第４接続部４００、第５接続部５００を接続部（レセクタプル
）に取り付けたり取り外したりするために操作するものである。
【００３４】
　図３は、配線ケーブル１による接続例を示す図である。図３において、第１接続部１０
０は、第１基板７０１の接続部（レセクタプル）７１１に接続されている。また、第２接
続部２００は、第２基板７０２の接続部（レセクタプル）７１２に接続されている。また
、第３接続部３００は、第２基板７０２の接続部（レセクタプル）７１３に接続されてい
る。また、第４接続部４００は、第３基板７０３の接続部（レセクタプル）７１４に接続
されている。また、第５接続部５００は、第３基板７０３の接続部（レセクタプル）７１
５に接続されている。
【００３５】
　なお、接続部（レセクタプル）７１１には第１接続部１００を接続することを分かりや
すくし、接続部（レセクタプル）７１２には第２接続部２００を接続することを分かりや
すくし、接続部（レセクタプル）７１３には第３接続部３００を接続することを分かりや
すくし、接続部（レセクタプル）７１４には第４接続部４００を接続することを分かりや
すくし、接続部（レセクタプル）７１５には第５接続部５００を接続することを分かりや
すくすることが望ましい。例えば、接続する接続部１００，２００，３００，４００，５
００を特定できるように、名称などを接続部（レセクタプル）７１１～７１５に表示する
ようにしてもよい。
【００３６】
　これにより、第１接続部１００、第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４
００、第５接続部５００をそれぞれ判別できれは、接続先の接続部（レセクタプル）７１
１～７１５を容易に判別することができる。
【００３７】
　なお、第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４００の形状は同一である。
また、第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４００のそれぞれの形状と、第
５接続部５００の形状は類似している。
【００３８】
　そこで、本実施形態では、第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４００、
第５接続部５００をそれぞれ判別しやすくするため、第２接続部２００、第３接続部３０
０、第４接続部４００、第５接続部５００に接続される配線６００の色に特徴を持たせて
いる。
【００３９】
　具体的には、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、少なくとも赤色（
特定色）の配線６００を含め、第３接続部３００に接続される３本の配線６００には、赤
色（特定色）の配線６００を含めない。同様に、第４接続部４００に接続される３本の配
線６００と、第５接続部５００に接続される２本の配線６００にも、赤色（特定色）の配
線６００を含めない。これにより、赤色（特定色）の配線６００が接続されていることを
確認することで、例えば他の接続部と形状が同一もしくは類似していても、第２接続部２
００を容易に判別することができる。よって、本実施形態においては、第２接続部２００
を判別しやすくでき、第２接続部２００をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる
。
【００４０】
　また、第３接続部３００に接続される３本の配線６００には、少なくとも青色（特別色
）の配線６００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、青色（特
別色）の配線６００を含めない。同様に、第４接続部４００に接続される３本の配線６０
０と、第５接続部５００に接続される２本の配線６００にも、青色（特別色）の配線６０
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０を含めない。これにより、青色（特別色）の配線６００が接続されていることを確認す
ることで、例えば他の接続部と形状が同一もしくは類似していても、第３接続部３００を
容易に判別することができる。よって、本実施形態においては、第３接続部３００を判別
しやすくでき、第３接続部３００をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００４１】
　また、第４接続部４００に接続される３本の配線６００には、少なくとも紫色の配線６
００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、紫色の配線６００を
含めない。同様に、第３接続部３００に接続される３本の配線６００と、第５接続部５０
０に接続される２本の配線６００にも、紫色の配線６００を含めない。これにより、紫色
の配線６００が接続されていることを確認することで、例えば他の接続部と形状が同一も
しくは類似していても、第４接続部４００を容易に判別することができる。よって、本実
施形態においては、第４接続部４００を判別しやすくでき、第４接続部４００をいずれの
箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００４２】
　また、第５接続部５００に接続される２本の配線６００には、少なくとも桃色の配線６
００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、桃色の配線６００を
含めない。同様に、第３接続部３００に接続される３本の配線６００と、第５接続部５０
０に接続される２本の配線６００にも、紫色の配線６００を含めない。これにより、紫色
の配線６００が接続されていることを確認することで、例えば他の接続部と形状が同一も
しくは類似していても、第４接続部４００を容易に判別することができる。よって、本実
施形態においては、第４接続部４００を判別しやすくでき、第４接続部４００をいずれの
箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００４３】
　なお、図２に示した例では、１１本の配線６００の色がそれぞれ異なっていたが、これ
に限らない。例えば、第２接続部２００に接続される配線は、少なくとも特定色の配線を
含み、第３接続部に接続される配線は、特定色の配線を含まなければ、各配線６００の色
はどのような色であってもよい。
【００４４】
　例えば、第２接続部２００に接続される配線６００のうち、１本でも、第３接続部３０
０と第４接続部４００とのそれぞれに接続される配線６００と異なる色であれば、他の配
線６００の色はどのような色であってもよい。例えば、他の配線６００のうち、一部の配
線６００の色が同一であってもよい。
【００４５】
　同様に、第３接続部３００に接続される配線６００のうち、１本でも、第２接続部２０
０と第４接続部４００とのそれぞれに接続される配線６００と異なる色であれば、他の配
線６００の色はどのような色であってもよい。また、第４接続部４００に接続される配線
６００のうち、１本でも、第２接続部２００と第３接続部３００とのそれぞれに接続され
る配線６００と異なる色であれば、他の配線６００の色はどのような色であってもよい。
【００４６】
　図４は、本実施形態の他の例に係る配線ケーブル１の模式図である。図示する例では配
線ケーブル１は１１本の配線６００を備える。配線６００の各色は、赤色、黒色、黒色、
青色、黒色、黒色、黄色、黒色、黒色、緑色、黒色である。また、配線ケーブル１は、１
１本の配線６００の一方の端に接続される第１接続部１００と、１１本の配線の他方の端
に接続される第２接続部２００と、第３接続部３００と、第４接続部４００とを備える。
【００４７】
　具体的には、赤色、黒色、黒色の配線６００の一方の端は第１接続部１００に接続し、
他方の端は第２接続部２００に接続している。また、青色、黒色、黒色の配線６００の一
方の端は第１接続部１００に接続し、他方の端は第３接続部３００に接続している。また
、黄色、黒色、黒色の配線６００の一方の端は第１接続部１００に接続し、他方の端は第
４接続部４００に接続している。また、緑色、黒色の配線６００の一方の端は第１接続部
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１００に接続し、他方の端は第５接続部５００に接続している。このように、配線ケーブ
ル１は４つに分岐している。
【００４８】
　図４に示す例では、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、少なくとも
赤色（特定色）の配線６００を含め、第３接続部３００に接続される３本の配線６００に
は、赤色（特定色）の配線６００を含めない。同様に、第４接続部４００に接続される３
本の配線６００と、第５接続部５００に接続される２本の配線６００にも、赤色（特定色
）の配線６００を含めない。これにより、赤色（特定色）の配線６００が接続されている
ことを確認することで、例えば他の接続部と形状が同一もしくは類似しており、かつ、一
部の配線６００の色が同一であっても、第２接続部２００を容易に判別することができる
。よって、本実施形態においては、第２接続部２００を判別しやすくでき、第２接続部２
００をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００４９】
　また、第３接続部３００に接続される３本の配線６００には、少なくとも青色（特別色
）の配線６００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、青色（特
別色）の配線６００を含めない。同様に、第４接続部４００に接続される３本の配線６０
０と、第５接続部５００に接続される２本の配線６００にも、青色（特別色）の配線６０
０を含めない。これにより、青色（特別色）の配線６００が接続されていることを確認す
ることで、例えば他の接続部と形状が同一もしくは類似しており、かつ、一部の配線６０
０の色が同一であっても、第３接続部３００を容易に判別することができる。よって、本
実施形態においては、第３接続部３００を判別しやすくでき、第３接続部３００をいずれ
の箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００５０】
　また、第４接続部４００に接続される３本の配線６００には、少なくとも黄色の配線６
００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、黄色の配線６００を
含めない。同様に、第３接続部３００に接続される３本の配線６００と、第５接続部５０
０に接続される２本の配線６００にも、黄色の配線６００を含めない。これにより、黄色
の配線６００が接続されていることを確認することで、例えば他の接続部と形状が同一も
しくは類似しており、かつ、一部の配線６００の色が同一であっても、第４接続部４００
を容易に判別することができる。よって、本実施形態においては、第４接続部４００を判
別しやすくでき、第４接続部４００をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００５１】
　また、第５接続部５００に接続される２本の配線６００には、少なくとも緑色の配線６
００を含め、第２接続部２００に接続される３本の配線６００には、緑色の配線６００を
含めない。同様に、第３接続部３００に接続される３本の配線６００と、第５接続部５０
０に接続される２本の配線６００にも、緑色の配線６００を含めない。これにより、緑色
の配線６００が接続されていることを確認することで、例えば他の接続部と形状が同一も
しくは類似しており、かつ、一部の配線６００の色が同一であっても、第４接続部４００
を容易に判別することができる。よって、本実施形態においては、第４接続部４００を判
別しやすくでき、第４接続部４００をいずれの箇所に接続するか判別しやすくできる。
【００５２】
　次に、スロットマシンのメイン制御部が備えるパラレル出力ポートにおける出力内容に
ついて説明する。図５は、出力ポートにおける出力内容を示す図である。図５に示すよう
に、メイン制御部が備えるパラレル出力ポートは出力ポート０～出力ポート９を備えてい
る。また、メイン制御部が備えるパラレル出力ポートのうち、一部の出力ポートは、遊技
制御基板に設けられた接続部（レセクタプル）と接続されている。これにより、遊技制御
基板の接続部（レセクタプル）に配線ケーブル１の一端を接続し、他の基板の接続部（レ
セクタプル）に配線ケーブル１の他端を接続することで、遊技制御基板に設けられた接続
部（レセクタプル）と接続されているパラレル出力ポートから出力される信号を、他の基
板に送信することができる。なお、出力ポート０～出力ポート９から出力される信号の内
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容は図５に示すとおりである。
【００５３】
　次に、メイン制御部が行う起動時の処理について、図６に基づいて説明する。起動時の
処理は、遊技プログラムに含まれるサブルーチンである。メイン制御部は、スロットマシ
ンへの電力供給が開始された際に、リセットの発生によりタイマ割込みが禁止に設定され
た状態で起動し、ＲＯＭに格納されているプログラムに従って各種処理を行う。起動した
後は、メイン制御部は、まず、遊技プログラムに含まれる起動時設定処理を行う。
【００５４】
　図６に示すように、起動時設定処理はタイマ割込みが禁止された状態で開始され、起動
時設定処理では、まず、メイン制御部が備えるパラレル出力ポートのうちリールモータの
駆動信号が出力される出力ポート０を初期化する初期化命令により出力ポート０を初期化
し（Ｓｕ１）、リールの回転が停止した状態とする。
【００５５】
　次いで、パラレル出力ポートのうちリールモータの駆動信号が出力される出力ポート１
を初期化する初期化命令により出力ポート１を初期化するとともに、左・中・右停止有効
ＬＥＤ及び流路切替ソレノイドの制御信号が出力される出力ポート２を初期化する初期化
命令により出力ポート２を初期化する（Ｓｕ２）。これにより、リールの回転が停止した
状態とするとともに、流路切替ソレノイドへの制御信号の出力が停止した状態とする。
【００５６】
　次いで、パラレル出力ポートのうちホッパーモータの駆動信号等が出力される出力ポー
ト３を初期化する初期化命令により出力ポート３を初期化して出力状態をＯＦＦ状態にす
るとともに、クレジット表示器の制御信号等が出力される出力ポート４を初期化する初期
化命令により出力ポート４を初期化する（Ｓｕ３）。これにより、ホッパーユニットによ
りメダルの払い出しが停止した状態にするとともに、クレジット表示器への制御信号等の
出力が停止した状態とする。
【００５７】
　次いで、クレジット表示器の制御信号等が出力される出力ポート５を初期化する初期化
命令により出力ポート５を初期化するとともに、試験用信号を出力する出力ポート６を初
期化する初期化命令により出力ポート６を初期化する（Ｓｕ４）。これにより、クレジッ
ト表示器の制御信号等及び試験用信号の出力が停止した状態とする。
【００５８】
　次いで、外部出力信号を出力する出力ポート７を初期化する初期化命令により出力ポー
ト７を初期化する（Ｓｕ５）。これにより、外部出力信号の出力が停止した状態とする。
【００５９】
　次いで、サブ制御部に対してコマンドを送信する出力ポート８、９を初期化する初期化
命令により出力ポート８、９を初期化する（Ｓｕ６）。これにより、コマンドの送信を停
止した状態とする。
【００６０】
　以上のように、出力ポート０、出力ポート７については一の出力ポートのみを初期化す
る初期化命令（例えば、「Ａ」）により初期化を行うのに対し、出力ポート１及び出力ポ
ート２、出力ポート３及び出力ポート４、出力ポート５及び出力ポート６、出力ポート８
及び出力ポート９については複数の出力ポートを初期化する初期化命令（例えば、「ＨＬ
」）により初期化を行う。このように、出力ポートの出力内容に応じて複数の出力ポート
をまとめて初期化するので、全ての出力ポートを一の出力ポートのみを初期化する初期化
命令により初期化した場合に比べて初期化のためのプログラムの容量を削減することがで
きる。
【００６１】
　次に、メイン制御部４１が行う電断処理（メイン）の制御内容について、図７に基づい
て説明する。尚、電断処理（メイン）は、遊技プログラムに含まれるサブルーチンである
。メイン制御部は、タイマ割込処理（メイン）において電圧低下状態が所定時間継続した
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と判定される場合に電断処理（メイン）を実行する。
【００６２】
　図７に示すように、電断処理（メイン）では、まず、すべての表レジスタと裏レジスタ
を交換し（Ｓｋ１）、メイン制御部が備えるすべてのレジスタの値を、遊技ＲＡＭ領域の
遊技スタック領域に所定の順序で記憶させることで退避させ（Ｓｋ２）、スタックポイン
タＳＰにより示される遊技スタック領域の現在のアドレスを遊技ＲＡＭ領域の所定領域に
記憶させることで退避させる（Ｓｋ３）。尚、メイン制御部がレジスタの値を記憶させる
遊技ＲＡＭ領域の遊技スタック領域やスタックポインタＳＰにより示されるアドレスの値
を記憶させる遊技ＲＡＭ領域の所定領域を含む遊技ＲＡＭ領域の所定領域は、バックアッ
プ電源によりバックアップされており、スロットマシンへの電力供給が停止しても、バッ
クアップ電源により電力が供給される限り当該遊技ＲＡＭ領域の記憶内容が保存されるよ
うになっている。
【００６３】
　そして、まず、メイン制御部が備えるパラレル出力ポートのうちホッパーモータの駆動
信号等が出力される出力ポート３を初期化する初期化命令により出力ポート３を初期化し
て（Ｓｋ４）、出力状態をＯＦＦ状態にする。これにより、ホッパーユニットによりメダ
ルの払い出しが行われている場合には、メダルの払い出しをまず優先的に停止させる。そ
の後、パラレル出力ポートのうちリールモータの駆動信号が出力される出力ポート０、１
を初期化する初期化命令により出力ポート０、１を初期化して（Ｓｋ５）、リールが回転
制御されている場合には、リールの回転を停止させる。
【００６４】
　その後、パラレル出力ポートのうち左・中・右停止有効ＬＥＤ及び流路切替ソレノイド
の制御信号が出力される出力ポート２、クレジット表示器、遊技補助表示器の制御信号等
が出力される出力ポート４、５、試験用信号や外部出力信号を出力する出力ポート６、７
、サブ制御部に対してコマンドを送信する出力ポート８、９を順次初期化して（Ｓｋ６～
Ｓｋ１１）、各種スイッチ類への制御信号等の出力を停止させる。
【００６５】
　Ｓｋ４～Ｓｋ１１のステップにおいて出力ポート０～９を初期化した後、ＲＡＭの所定
領域に破壊診断用データ（本実施形態では、５Ａ（Ｈ））を設定し（Ｓｋ１２）、ＲＡＭ
の所定領域に設定されているパリティ調整用データをクリアする（Ｓｋ１３）。そして、
ＲＡＭのすべての格納領域（未使用領域及び未使用スタック領域を含む）の排他的論理和
が０になるように新たなＲＡＭのパリティ調整用データを計算して（Ｓｋ１４）、当該パ
リティ調整用データをＲＡＭの所定領域に設定し（Ｓｋ１５）、ＲＡＭへのアクセスを禁
止に設定し（Ｓｋ１６）、ループ処理に入る。
【００６６】
　ループ処理では、電圧低下信号の出力状況を監視した状態で待機する。この状態で、電
圧低下信号が入力されなくなった場合に電圧の回復を判定し、起動処理（メイン）からプ
ログラムをスタートさせる。一方、電圧低下信号が入力されたまま電圧が低下すると内部
的に動作停止状態になる。
【００６７】
　以上の処理によって、ＡＣ１００Ｖの電力供給が停止される場合には、電断処理（メイ
ン）が実行され、電断前のレジスタの値が遊技ＲＡＭ領域の遊技スタック領域に退避され
るとともに、当該遊技スタック領域を含むＲＡＭの遊技ＲＡＭ領域の所定領域の内容もバ
ックアップ電源が供給されることで保持されるため、スロットマシンへの電力供給が再開
された際に実行される起動処理（メイン）において、電断前の制御状態に復帰させること
が可能となる。さらに電断前の制御状態において停止操作が有効であったか否も特定でき
るようになっている。
【００６８】
　以上のように、出力ポート２、出力ポート３、出力ポート４、出力ポート５、出力ポー
ト６、出力ポート７については一の出力ポートのみを初期化する初期化命令（例えば、「
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Ａ」）により初期化を行うのに対し、出力ポート０及び出力ポート１、出力ポート８及び
出力ポート９については複数の出力ポートを初期化する初期化命令（例えば、「ＨＬ」）
により初期化を行う。このように、出力ポートの出力内容に応じて複数の出力ポートをま
とめて初期化するので、全ての出力ポートを一の出力ポートのみを初期化する初期化命令
により初期化した場合に比べて初期化のためのプログラムの容量を削減することができる
。
【００６９】
　また、起動時（図６参照）と電断時とで出力ポート０～９を異なる順序で初期化し、電
断時においては、最も優先すべき出力ポート３を優先的に初期化して、電断時に最も優先
すべき処理であるメダルの払い出しの停止を行うようになっている。上記したように、出
力ポート３からはホッパーモータの駆動信号が出力される。よって、電断時にホッパーモ
ータの駆動信号を停止しない場合には、スロットマシンが電断するにもかかわらずメダル
の払出しが行われてしまい、遊技店や遊技者の利益に対して直接的に影響してしまう。一
方、例えば、出力ポート４及び出力ポート５から出力される遊技補助表示器の制御信号な
どは、該制御信号を停止するタイミングが遅れてもホッパーモータの駆動信号を停止する
タイミングが遅れたときと比べて遊技店や遊技者の直接的な利益に大きく影響しない。よ
って、本実施形態では、電断時には出力ポート３を優先的に初期化させている。このよう
に、本実施形態では、起動時の状況と電断時の状況とに応じた出力ポートを適切に初期化
している。なお、本実施形態では、遊技者や遊技店の利益に応じて優先して初期化する出
力ポートを設定しているが、不正が行われる可能性が高い装置を駆動する出力ポートを優
先して初期化するなど、異なる基準により優先して初期化する出力ポートを設定してもよ
い。
【００７０】
　なお、配線ケーブル１が備える配線６００のうち、特有の信号を入力または出力するた
めの配線６００は特定色であってもよい。例えば、上述した信号のうち、例えば出力ポー
ト８から出力される「サブ制御部に対するコマンド」を入力または出力するための配線６
００の色を、赤色（特定色）としてもよい。これにより、特有の信号を入力または出力す
るための配線を容易に特定することができる。なお、特有の信号は、出力ポート８から出
力される「サブ制御部に対するコマンド」に限らず、どのような信号であってもよい。ま
た、特有の信号を入力または出力するための配線６００の色は赤色に限らず、どのような
色であってもよい。
【００７１】
　次に、前述した実施形態により得られる主な効果を説明する。
【００７２】
　（１）　本実施形態では、スロットマシンやパチンコ遊技機などの遊技機は、遊技機に
設けられた遊技部品を電気的に接続するための配線ケーブル１（束配線）を備えている。
また、配線ケーブル１は１１本の配線６００（複数の配線）と、１１本の配線６００の一
方の端に接続される第１接続部１００と、１１本の配線６００のうち、３本の配線６００
の他方の端に接続される第２接続部２００と、第２接続部２００に接続されない３本の配
線６００の他方の端に接続される第３接続部３００とを備えている。また、第２接続部２
００に接続される配線６００は、少なくとも赤色（特定色）の配線６００を含み、第３接
続部３００に接続される配線６００は、赤色の配線６００を含まない。
【００７３】
　このような構成によれば、第２接続部２００に接続される配線６００と、第３接続部３
００に接続される配線６００の区別を容易に行うことができるため、第２接続部２００と
第３接続部３００の区別も容易に行うことができ、第２接続部２００をいずれの箇所に接
続するか判別しやすくできる。
【００７４】
　（２）　また、第２接続部２００の形状と、第３接続部３００の形状は同一の形状であ
ってもよい。
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【００７５】
　このような構成によれば、第２接続部２００の形状と、第３接続部３００の形状が同一
の形状であっても、第２接続部２００に接続される配線６００と、第３接続部３００に接
続される配線６００の区別を容易に行うことができるため、第２接続部２００と第３接続
部３００の区別も容易に行うことができ、第２接続部２００をいずれの箇所に接続するか
判別しやすくできる。
【００７６】
　（３）　また、特有の信号（例えば、出力ポート８から出力される「サブ制御部に対す
るコマンド」）を入力または出力するための配線６００は特定色（例えば、赤色）であっ
てもよい。
【００７７】
　このような構成によれば、特有の信号を入力または出力するための配線６００を容易に
特定することができる。
【００７８】
　（４）　また、第２接続部２００に接続される複数の配線６００と、第３接続部３００
に接続される複数の配線６００のそれぞれの色は、全て異なるようにしてもよい。
【００７９】
　このような構成によれば、第２接続部２００に接続される配線６００と、第３接続部３
００に接続される配線６００の区別を容易に行うことができるため、第２接続部２００と
第３接続部３００の区別も容易に行うことができ、第２接続部２００をいずれの箇所に接
続するか判別しやすくできる。
【００８０】
　（５）　また、第３接続部３００に接続される配線６００は、少なくとも青色（特別色
）の配線を含み、第２接続部２００に接続される配線６００は、青色の配線６００を含ま
ないようにしてもよい。
【００８１】
　このような構成によれば、第２接続部２００に接続される配線６００と、第３接続部３
００に接続される配線６００の区別を容易に行うことができるため、第２接続部２００と
第３接続部３００の区別も容易に行うことができ、第３接続部３００をいずれの箇所に接
続するか判別しやすくできる。
【００８２】
　（６）　また、遊技を行う遊技機（例えば、スロットマシン、パチンコ遊技機）におい
て、信号を出力するための複数の出力ポート（例えば、出力ポート０～出力ポート９）と
、複数の出力ポートを初期化する初期化手段（例えば、メイン制御部）とを備え、初期化
手段は、所定条件が成立したときに（例えば、起動時、電断時）、複数の出力ポートのう
ち第１出力ポートについては一の出力ポートのみを初期化する初期化命令により初期化し
、複数の出力ポートのうち第２出力ポートおよび第３出力ポートについては複数の出力ポ
ートを初期化する初期化命令により初期化する（例えば、図６の処理を行う部分、図７の
Ｓｋ４～Ｓｋ１１の処理を行う部分）ようにしてもよい。
【００８３】
　このような構成によれば、出力ポートから出力される出力情報の内容に応じて適切に出
力ポートの初期化することができる。
【００８４】
　（７）　また、遊技を行う遊技機（例えば、スロットマシン、パチンコ遊技機）におい
て、信号を出力するための複数の出力ポート（例えば、出力ポート０～出力ポート９）と
、複数の出力ポートを初期化する初期化手段（例えば、メイン制御部）とを備え、初期化
手段は、第１所定条件の成立（例えば、電断時）により複数の出力ポートを初期化すると
きと第２所定条件の成立（例えば、起動時）により複数の出力ポートを初期化するときと
において複数の出力ポートを異なる順序により初期化する（例えば、図６の処理を行う部
分、図７のＳｋ４～Ｓｋ１１の処理を行う部分）ようにしてもよい。
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　このような構成によれば、初期化するときの状況に応じて適切に出力ポートの初期化を
実行することができる。
【００８６】
　以上、本発明の実施形態を図面により説明してきたが、本発明はこの実施形態に限定さ
れるものではない。本発明は、上記の実施形態に限られず、種々の変形、応用が可能であ
る。また、前述した本実施形態で説明した技術事項のうち少なくとも２つを組み合わせて
実施するようにしてもよい。
【００８７】
　なお、今回開示された実施形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考
えられるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなく特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【００８８】
　例えば、上述した実施形態では、配線ケーブル１は１１本の配線６００を備えているが
、これに限らず、２本以上であればどのような本数の配線６００を備えていてもよい。ま
た、上述した実施形態では、配線ケーブル１は４つに分岐しているが、これに限らず、２
分岐以上であればどのような分岐数であってもよい。
【００８９】
　また、上述した例では、配線ケーブル１が備える配線６００の一端に第１接続部１００
が接続され、他端に第２接続部２００、第３接続部３００、第４接続部４００、第５接続
部５００が接続されているが、これに限らず、配線６００には分岐数にあわせた数の接続
部が接続されていてもよい。
【００９０】
　また、上述した例では、配線ケーブル１が備える配線６００の一端に一つの接続部（第
１接続部１００）が接続され、他端に複数の接続部（第２接続部２００、第３接続部３０
０、第４接続部４００、第５接続部５００）が接続されているが、これに限らない。例え
ば、配線６００の一端に複数の接続部を接続し、他端にも複数の接続部を接続してもよい
。
【００９１】
　また、上述した例では、特定色の例として赤色を用いて説明しているが、これに限らず
、特定色はどのような色であってもよい。また、上述した例では、特別色の例として青色
を用いて説明しているが、これに限らず、特別色はどのような色であってもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　１　配線ケーブル
　１００　第１接続部
　２００　第２接続部
　３００　第３接続部
　４００　第４接続部
　５００　第５接続部
　６００　配線
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